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１.  当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善、個人消費や設備投資も上向

き、緩やかながら回復基調で推移しました。 

建材業界におきましては、重要な指標である新設住宅着工戸数は、緩やかな持ち直しの傾向はあ

るものの依然として低い水準で推移しており、また、建築コストの上昇や人手不足等の影響もあり、

今後につきましても先行き不透明な状況が続くものと予想されます。 

このような環境下、当社グループは、関東圏の営業体制強化を目的とし、本年１月より株式会社

Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅの北関東支店を出店させるとともに、各種セール・キャンペーンの実施、商

業店舗及び住宅リフォーム市場等への積極的な営業展開を推し進めております。また、円安による

原材料価格及び製品仕入価格の上昇分について販売価格への転嫁を行い利益率改善に取り組んでお

ります。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、市場が低迷している中、消費税率引き上

げに伴う需要の反動等もあり厳しい状況で推移し、42 億４千８百万円（前年同四半期 48 億１千２百

万円）となりました。 

利益面につきましては、売上高の減少に伴い、営業損失３億１千８百万円（前年同四半期２億６

千８百万円）、経常損失３億１千６百万円（前年同四半期１億８千９百万円）、たな卸資産評価損

１億２千万円を特別損失に計上した結果、四半期純損失５億２百万円（前年同四半期２億９千９百

万円）となりました。 

また、前連結会計年度において、株式会社Ｄａｎｔｏが控訴しておりました保証金返還請求訴訟

について、双方が請求を放棄することで和解が成立いたしました。 

なお、当該訴訟に係る損益に与える影響につきましては、前連結会計年度において第一審の判決

に基づき費用計上しているため、当第３四半期連結累計期間においては軽微であります。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

イ．建設用陶磁器等事業 

当第３四半期連結累計期間において、建設用陶磁器等事業の売上高は 41 億２千３百万円（前年同

四半期 46 億６千２百万円）、営業損失は４億１千２百万円（前年同四半期３億８千８百万円）とな

りました。 

ロ．不動産賃貸事業 

当第３四半期連結累計期間において、不動産賃貸事業の売上高は１億８千７百万円（前年同四半

期２億１千２百万円）、営業利益は９千４百万円（前年同四半期１億２千１百万円）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末において総資産は、投資有価証券が時価評価等により１億７百万円

増加しましたが、現金及び預金が４億６千３百万円及び受取手形及び売掛金が１億６千６百万円減

少したこと等に伴い、前連結会計年度末に比べ７億４千１百万円の減少となりました。 

負債につきましては、支払手形及び買掛金が２億２千５百万円及び未払金が１億７百万円減少し

たこと等により、４億１千万円の減少となりました。 
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純資産は、その他有価証券評価差額金が１億５千５百万円増加しましたが、利益剰余金が５億７

百万円減少したこと等の結果、３億３千１百万円の減少となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、平成 27 年８月 12 日の決算発表時に公表いたしました平成 27 年 12 月

期（平成 27 年１月１日～平成 27 年 12 月 31 日）の業績予想を、平成 27 年 11 月 13 日に修正を行っ

ております。 

 

２.  サマリー情報(その他)に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付会

計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 

平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び

退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用しており

ますが、簡便法を適用しているため、退職給付債務及び勤務費用の計算方法に変更はありません。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益及び純資産に与える影響はありません。 

 

３.  継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるよう

な事象又は状況が存在しておりますが、これは３億１千８百万円の営業損失を計上しているためで

あります。 

当社グループは、当該状況を解消すべく、数年間継続した合理化を経て営業損失を減少させ、着

実に収支環境の改善効果を発揮しつつあります。 

このような環境下、当社グループは、関東圏の営業体制強化を目的とし、本年１月より株式会社

Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅの北関東支店を出店させるとともに、各種セール・キャンペーンの実施、商

業店舗及び住宅リフォーム市場等への積極的な営業展開を推し進めております。 

また、原材料価格及び製品仕入価格の上昇分について販売価格への転嫁を行い利益率の改善に取

り組むとともに、遊休資産の利活用につきましても積極的に進め、これによりグループ全体として

企業価値を向上させるとともに、更なる収益の改善施策に取り組み、当第３四半期連結累計期間計

上の営業損失３億１千８百万円を早期に解消し、営業黒字体質の構築に取り組む所存であります。 

なお、資金面に関しては、急激な市場環境等の変化に対応するための現金及び預金を中心とした

金融資産を有しております。 
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,439 3,976

受取手形及び売掛金 1,399 1,233

商品及び製品 1,101 1,039

仕掛品 46 47

原材料及び貯蔵品 60 63

短期貸付金 14 ―

繰延税金資産 0 2

未収入金 47 34

その他 36 31

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 7,143 6,424

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,058 1,008

機械装置及び運搬具（純額） 61 55

工具、器具及び備品（純額） 7 6

土地 337 337

建設仮勘定 ― 4

有形固定資産合計 1,465 1,412

無形固定資産

ソフトウエア 5 1

その他 82 82

無形固定資産合計 88 84

投資その他の資産

投資有価証券 6,935 7,043

長期貸付金 1,060 1,000

繰延税金資産 21 17

その他 207 156

貸倒引当金 △93 △52

投資その他の資産合計 8,130 8,165

固定資産合計 9,684 9,661

資産合計 16,827 16,086
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 681 456

短期借入金 737 712

未払金 267 160

未払法人税等 69 63

賞与引当金 ― 25

災害損失引当金 357 339

その他 58 40

流動負債合計 2,172 1,798

固定負債

繰延税金負債 1,113 1,063

退職給付に係る負債 336 349

長期預り保証金 911 913

負ののれん 2 ―

資産除去債務 17 17

固定負債合計 2,381 2,344

負債合計 4,553 4,143

純資産の部

株主資本

資本金 1,635 1,635

資本剰余金 1 1

利益剰余金 8,449 7,941

自己株式 △119 △99

株主資本合計 9,966 9,479

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,981 2,136

その他の包括利益累計額合計 1,981 2,136

少数株主持分 326 327

純資産合計 12,274 11,943

負債純資産合計 16,827 16,086
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日)

売上高 4,812 4,248

売上原価 3,511 3,103

売上総利益 1,301 1,144

販売費及び一般管理費 1,569 1,463

営業損失（△） △268 △318

営業外収益

受取利息 37 26

為替差益 71 ―

負ののれん償却額 3 2

デリバティブ利益 ― 1

その他 14 31

営業外収益合計 126 61

営業外費用

支払利息 7 6

為替差損 ― 17

売上割引 5 5

固定資産除却損等 0 2

デリバティブ損失 8 ―

租税公課 14 13

減価償却費 10 10

その他 1 3

営業外費用合計 48 59

経常損失（△） △189 △316

特別損失

投資有価証券評価損 6 ―

固定資産除却損 30 ―

たな卸資産評価損 ― 120

貸倒引当金繰入額 41 ―

役員退職慰労金 ― 23

その他 1 ―

特別損失合計 80 143

税金等調整前四半期純損失（△） △270 △460

法人税、住民税及び事業税 26 38

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △296 △498

少数株主利益 3 3

四半期純損失（△） △299 △502
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △296 △498

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 615 155

その他の包括利益合計 615 155

四半期包括利益 319 △342

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 316 △346

少数株主に係る四半期包括利益 3 4
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成 26 年１月１日 至 平成 26 年９月 30 日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

建設用陶磁器

等事業 

不動産賃貸 

事業 
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 4,662 149 4,812 ― 4,812

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― 62 62 △62 ―

計 4,662 212 4,875 △62 4,812

セグメント利益又は損失(△) △388 121 △267 △0 △268

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△０百万円には、たな卸資産の調整額が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成 27 年１月１日 至 平成 27 年９月 30 日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

建設用陶磁器

等事業 

不動産賃貸 

事業 
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 4,123 124 4,248 ― 4,248

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― 62 62 △62 ―

計 4,123 187 4,311 △62 4,248

セグメント利益又は損失(△) △412 94 △317 △0 △318

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△０百万円には、たな卸資産の調整額が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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